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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・予定していた部署懇談会は中止。今年度の抱負の書式を部署懇談会のフォルダに保存しているので作成し5/1までに提出の事。
・

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜利用者様情報＞
デイケア
・山本　真智子様～昨日、路上で倒れ込んでいるところを通行人に発見され、当院に救急受診している。発見時は腹痛を訴えていたため八戸市立市民病院の先生とともに受診。同伴した先生の話によると血糖やバイタル異常は認められなかったとのこと。本人に体調を問うと、幻聴が続き自宅にいることに耐えられなくなり、家出をしたとのこと。これまでも同様の経緯は何回か繰り返しており来院した父親も事情は概ね把握している様子。本日は、不調のためデイケア欠席となる。
デイナイトケア
岩城　敏夫様～青風荘より情報提供あり。青風荘帰荘後、ソフトクリームアイスを食べた
後、リンゴの皮をむいているため、食べすぎではないかと声をかけたスタ
ッフに怒り口調で話していたが、しばらくすると落ち着きいつも通りの穏
やかな口調に戻っていたとのこと。
古舘　ヨリ様～青風荘より情報提供あり。帰荘後、臀部の痛みを訴え、湿布対応している
とのこと。本日のデイナイトケアでは、来所後本人の携帯電話よりどこか
に電話している様子で、湿布を出してほしいとの会話が聞かれているため、
電話終了後話を聞くと青南病院に電話していたと話している。
ショートケア
特記事項なし
　＜外来患者様情報＞
・寺地 啓喜様～最近も週に数回程度の幻聴体験は残存しているが、特に気になるほどではないという。情動面は落ち着いており、作業所の利用も継続できている。処方継続する。
・古川　富蔵様～調子は良いですと話し、食事睡眠もとれている。特に気になっていることはない。処方継続。
・木村　義重様～まあまあです、と。体調不良の訴えはない。外出が出来ないことについて話される。幻覚妄想の再燃はなく処方継続となる。

・古舘　正行様～調子は良いです、と。禁煙も今のところできているようである。精神症状としては特に大きな変動なく落ち着いているようだ。処方継続。

・津嶋　イチ子様～調子は良いです、と穏やかに話す。施設の情報では時折怒り口調で大声を出す事が時々あったという。睡眠薬を変更後も特に睡眠は問題ないという。酸棗仁湯は良い感じ、と話す。処方継続する。

・鈴木　真知子様～最近も時折帰宅願望を話すことはあるが、行動化はなく不穏興奮もみられない。食事量は相変わらず少な目で、味が好みではない、何となく食欲がない、などと話している。時折腹痛を感じることがあり、やや便秘がちに経過することもあるという。六君子湯を追加してみる。ロラゼパム1.5→1.0mgへ変更。

・横町　浩様～薬は合っていると思います、と。幻覚妄想の再燃はなく落ち着いている。本人はそろそろA型へのステップアップをしたいなどと話している。処方継続。
・番沢　政勝様～最近の様子としては「なんとかやってます」と変わりない調子でいると思われる。デイケアは続けているが、栄養などの勉強も含めてそれなりによくこなせているようだ。体調面では疲れているのか甘いものを多くとる様になってきたようだ。夜間の睡眠はとれている。気分面での苛々などもなく精神病陽性症状も顕在しないとみられる。
・中村　鶴子様～最近の様子としては、母親が体調をこわしていたため、仕事を4日位休んでいることがあったという。その際に家で一緒にいる事で苛々することがあったという。昨日から仕事は再開している。内容は、昨年度までと同じものであるらしい。物忘れは以前ほど気にならなくなったという。「空想」したりすることはまだ色々多いようだ。食事も摂れていて買い物も行ける時は行っていた。

・田向　玲美様～最近の様子としては、夜間の睡眠がなかなかとれないことがあったが、今は6時間くらいは摂れていたらしい。精神症状面では、今は喋り方も軟らかくなって、家族ともトラブルがなくなっていたようである。デイケアも頻回出ていたが、プライバシーに関わることは話さないようにしていただく。現在の処方で継続する。
・鎌田　慶一郎様～最近の様子としては、特に変わりはなく経過していたようである。診察時は「ふらつきがある」と話しているが、普段の活動などに支障はないとみられる。一度、施設内では薬を飲む際に、床に落としていることがあったという。夜間睡眠はとれていて食事も摂取出来ている。気分面でいらいらや抑うつもなく、プログラムも順調に行うことが出きていた。動作緩慢はあるがそれなりに動けて、手に痺れも訴えていない。
